
 

会    議    録 

会 議 の 名 称 第７回弘前城跡整備指導委員会 

開 催 年 月 日 平成２９年２月１３日（月） 

開始・終了時刻 １３時００分 から １４時３０分まで 

開 催 場 所 緑の相談所集会室 

議 長 等 の 氏 名 長谷川成一（弘前大学名誉教授） 

出 席 者 関根達人、福井敏隆、麓和善、三上千春 

欠 席 者 千田嘉博、田中哲雄 

事 務 局 職 員 の 

職 氏 名 

（弘前市都市環境部公園緑地課）公園緑地課長・古川勝、同課

長補佐・小嶋修造、同課弘前城整備活用推進室長・神雅昭、同

室総括主査・笹森康司、同室主査・横山幸男、同室主事・今野

沙貴子・同室主事・福井翔子、同室主事・蔦川貴祥（記録） 

（弘前市教育委員会文化財課）文化財課長補佐・工藤雅人、同

課文化財保護係長・小石川透、同課埋蔵文化財係長・岩井浩介、

同課津軽歴史文化資料館整備担当総括主査・鶴巻秀樹 

会 議 の 議 題 

（１）二の丸整備について 

① 平成２８年度発掘調査成果 

  ② 遺構復元及び利活用施設の整備について 

（２）その他 

  ① 今後のスケジュールについて 

会 議 結 果 

（１）①来年度に追加調査を実施することで概ね了承を得た。 

   ②城道と施設の擦り付け部分が不自然にならないよう

検討する。展示内容は要検討。 

（２）①概ね事務局案で了承を得た。 

会議資料の名称 

（１）①平成２８年度弘前城二の丸発掘調査経過報告 

   ②二の丸利活用施設整備に係る文化庁との協議による 

修正箇所について・平面図・縦断図・標準断面図 

（２）①弘前城二の丸整備スケジュール 

会 議 内 容 

 

（ 発 言 者 、 

発 言 内 容 、 

審 議 経 過 、 

結 論 等 ）  

（１）二の丸整備について 

  ① 平成２８年度発掘調査成果 

平成２８年度の馬場、御高覧所、城道、御宝蔵の調査成果を 

報告し、御宝蔵の位置、馬場硬化面の南北端の伸びを追加調

査する旨を説明した。指導内容は以下の通り。 

（委員会）御宝蔵のアウトラインが見えたということか。 

（事務局）近代以降の料亭の構造がわかったことで、推定箇所

を絞れた。 



  ② 遺構復元及び利活用施設の整備について 

文化庁と協議（３回実施）の結果、修正した整備内容３点（御 

高覧所と施設の離隔・城道遺構表示・馬場の遺構表示）と、そ

れに伴う図面の修正、新たなパース図等を説明した。さらに、

利活用施設の展示案を委員会に報告した。なお、指導内容は以

下の通り。 

（委員会）御宝蔵と利活用施設の距離が近いと、現場で御宝蔵 

を確認後に重複する可能性があるのではないか。 

（事務局）距離は 3～5ｍ離れている。利活用施設工事箇所に 

は、御宝蔵の痕跡は出てきていないので、重なるこ 

とはない。 

（委員会）御高覧所と施設の離隔であるが、将来的な御宝蔵復 

元のため 1.2ｍ離すという文化庁の指導は、建物の 

壁（柱穴）からではなく軒先からではないか。 

（事務局）文化庁の指導では、将来的に御高覧所を復元する際 

に、足場を建てるなどで最低 1.2ｍ必要とのことで 

あった。軒も最低 60㎝と考えるとその中に収まる 

ので、施設とは重ならない。 

（委員会）施設の構造は木造か。軒の出が 2.4ｍあるが、それ 

を支える柱も無い。積雪に耐えられるのか不安。十 

分な図面を提供してほしい。 

（事務局）設計上問題ない。お渡しした図面では情報が足りな 

いので、後程図面をお送りします。 

（委員会）城道の自然なラインと、施設の土間の直線的なラ 

インの擦り付けが不自然になる。城道に合わせる 

ことを優先し直線にしない方が良い。 

（委員会）設計が変わったことで建物の面積は減ったのか。中

の展示内容にも影響がでるのでは。 

（事務局）面積が減ったのは外の回廊分で、中の面積は変わっ

ていない。 

（委員会）馬場の柵はどのように復元するのか。久隅守景の賀 

茂競馬図屏風に競馬の絵があり、柵が詳細に描かれ 

ている。一部でもいいので復元の参考にすること。 

（委員会）展示工事は建物と映像等を両方含んでいるのか。工 

     期が平成 29年度なので期間的に心配である。城比 

べも、現存十二天守の比較となれば整理が必要。 

（委員会）展示内容について他にご意見のある方は今月中に 

事務局に連絡してもらい調整する。 

（委員会）展示エリアのＡ～Ｃであるが、Ｂ（石垣修理）とＣ 



（弘前城の展示）の位置を逆にすべきではないか。 

（２）その他 

  ① 今後のスケジュールについて 

（事務局）二の丸南部地区整備（遺構等整備と利活用施設新 

築）は、当初、平成 29年度に利活用施設新築、平 

成 30年度に遺構等整備を行う予定であったが、北 

側の防災用放水銃のポンプ室移設に時間を要する 

ため、平成 30年度からの遺構等整備を、二ヶ年に 

分け、平成30年度は南側の整備とポンプ室の移設、 

平成 31年度に北側の整備を行いたい。 

（委員会）概ね了承。 

その他必要事項 ・会議の公開、非公開…非公開 

 


